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環境地質本部 地質研究所農業研究本部 中央農業試験場

農林業センサスを用いた本道の農家戸数の将来予測

背 景

成 果

期待される効果

共同研究機関：十勝農業試験場、酪農試験場

全道の振興局および各市町村において、農業施策や技術開発目標を設定する際に活用される。

本道農業の発展と安定生産に向けて、将来の担い手予測※を踏まえた農
業施策や技術開発目標の設定が急務。

１ ２ ３個人経営体は減少 1戸当たり面積は拡大 組織経営体が担う面積は拡大

注）組織経営体：
農業法人や
TMRセンター等

大規模水田作経営※ 農林業センサスの統計情報を分析し、
本道の将来の個人経営体数と1戸当たり面積を予測

8

問い合わせ：中央農業試験場 電話：0123-89-2001 (代表)

農林業センサス：農林水産省が5年ごとに調査を行い、
農林業・農山村の基本構造の実態を明らかにした統計資料

注）個人経営体には、
１戸１法人を含まない。

経常研究


